PAGE  
1

[image: image1.jpg]



[image: image2.jpg]



世界一低コストで水素生成を可能に
水から水素を生成する新技術
10月25日「The Midtown Executive Club」で記者会見

長野県上田市にある深井環境総合研究所㈱は、水素エネルギーを世界で最も安いコストで生成する技術を開発しました。
開発された新技術は、機能水を熱湯状態にし、アルミニウムまたは、マグネシウムを添加し水素を生成します。水素の生成量は、アルミニウム1gあたり2.0ℓ。
マグネシウム1gあたり3.3ℓ。（詳しくは下記資料参照）
１kWhの発電に必要な水素を15円前後のコストで生成することが可能です。
今回の新技術は、世界で最も安い水素生成法となります。
従来の水素生成技術は、水蒸気改質、電気分解、あるいは光触媒やなどがあり、いずれも効率性やコストの面で問題を抱えています。（詳しくは参考資料2を参照）
水素を発生させるためには、水分子（H）を他の分子との結びつきからほどく必要があります。その結びつきが強いため、水素を生成させるためには高エネルギーが必要となり、コストがかかるのが現状です。
今回、深井環境総合研究所㈱が開発した技術は、従来の水素生成技術が抱える問題を克服しました。開発した技術は、機能水にアルミニウムを添加するだけで、エネルギーもコストもほとんど必要としません。
水素が多量に発生する理由は機能水にあります。機能水は水素が発生しやすい状態にあり、アルミニウムとの反応により多量に水素が生成されます。
機能水も、水道水を天然鉱物の入った器械に通過させるだけで作られる水のため、エネルギーはかかりません。
開発者　代表取締役の深井利春氏はこう語ります。「将来この技術を活用すれば、ガソリンも電気も必要なく、水だけで車を走らせることができます。水は将来、石油燃料に代わるエネルギー資源になります。さらに研究を進め、0コストで水素を生成する技術も開発中です。一般家庭でも水素を生成することが可能になり、水素による自家発電、自家給油も夢ではありません」。
実際に会見の場で水素を生成する場面をお見せいたします。

上記の件につきまして、実演を兼ねた記者会見を行います。
万障お繰り合わせの上、ご参席賜りますようご案内申し上げます。
　　　2010年9月吉日

　　　　　　　

　　　　　　深井環境総合研究所 ㈱　代表取締役

                        　　　　　　　　　　 深井 利春
記者会見・公開実演の日程
【日 時】2010年10月25日
記者会見13：00  パーティ15：00

【場 所】「The Midtown Executive Club」
40 West 45th Street New York  New York 10036

Tel：212-626-9300　Fax：212-626-9393
会見者のプロフィール
	名前
	肩書き

	深井　利春
	深井環境総合研究所㈱　代表取締役
社団法人臨床医学情報・医学理事／東京福祉大学社会福祉 非常勤講師

	小川　誠一　
	東京福祉大学名誉教授　医学博士（社）臨床医学情報協会　常務理事学術担当　愛知医科大学非常勤講師　名古屋掖済会病院委託

	鶴野　省三　
	NPO日本スターリングエンジン普及協会理事長
（防衛大学校名誉教授・工学博士）

	大坪　亮一　
	ＮＰＯ法人プロトン医学研究所理事　生化学博士


水素生成：新技術の紹介
	アルミニウム・マグネシウムの状態
	水素生成可能な機能水の温度

	粉末状
	40～50℃

	切り子
	80～90℃

	固形物（アルミ缶など）
	100～150℃




　既存の水素生成技術・概要
	水素生成方法
	概要

	水蒸気改質
	天然ガス、石油、石炭などを、高温下（700～1100度）で水蒸気と反応させ、一単価炭素と水素を生成する。天然ガスを利用した水蒸気改質は、全世界において約半分、米国においては90％がこの手段を使用している。
しかし、問題点もある。天然ガスは、資源に限りがあること。
石炭は、水素を生成する段階で二酸化炭素が発生すること。
石油は、石油燃料からの脱却のために水素エネルギーの利用が勧められている中、石油に依存する水素生成は、目的から外れているという根本的な問題を抱えている。
また、水蒸気改質全般において、高温・高圧処理を行うため、大掛かりな装置が必要となる。

	電気分解
	高電圧により水素と酸素を分離させ、それぞれを貯蓄する方法。簡単に水素を生成することができるが、生産性が悪く、1kgの水素を生成するのに50kwtの電力を消費する。この場合エネルギー効率は70％である。

	光触媒
	触媒に光を与えることで、水素と酸素を生成する。光触媒として、よく使用されるのが酸化チタンである。
酸化チタンに似た物質は多くあるが、なぜ酸化チタンに顕著な光触媒活性が見られるかは正確には分かっていない。
現在、この解明と光触媒の研究が盛んに行われている。

	バイオマス
	農作物、草木類、食材、材木などの廃棄物などを利用したもの。
（バイオマスでの水素生成法は何通りかありますが、説明は割愛）
バイオマスを利用した水素生成は、自然循環を利用できCO2の排出が0のため、有効な水素生成法である。
しかし、廃棄物だけでは水素の供給量が圧倒的に足りず、水素生成のためだけに作物を育てるもの現実的には難しい。
供給面で大きな課題を抱えている。


· その他にも、水素生成法は数多く存在しますが、ここでは代表的な方法を紹介させて頂きました。

※水素エネルギーに関する実験映像を10月に公開予定。（http://www.hydrogen-energy.jp/）
連絡先：深井環境総合研究所株式会社
　　　　　〒386-0041長野県上田市秋和195-3
E-mail: fukaisouken@soseiworld.co.jp

TEL: 0268-27-3750, FAX:0268-27-3740
ＵＲＬ：http://www.fukaisouken.jp/

 HYPERLINK "http://www.fukaisouken.jp/en/" 
http://www.fukaisouken.jp/en/
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深井環境総合研究所 ㈱











機能水にアルミ（粉末状）を混ぜる





生成した水素に火を付けると着火する








